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１

技
術
協
力
事
情
⑩

国
連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
）
久
米

教
育
局
　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
個
別
派
遣
専
門
家
　
　
、

は
じ
め
に

　
ヨ
ル
ダ
ン
か
ら
「
サ
ラ
ム
　
ア
レ
イ
ク

ム
」
（
汐
に
日
ヒ
ざ
回
日
一
貴
方
に
平
和

を
！
）

　
こ
れ
は
、
中
東
地
域
で
日
常
頻
繁
に
用

い
ら
れ
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
挨
拶
の
ば

葉
で
す
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
人
々
が
「
サ
ラ

ム
　
ア
レ
イ
ク
ム
」
を
お
互
い
に
言
い
交

わ
し
て
い
る
と
い
う
の
は
素
敵
な
こ
と
で

す
。
そ
の
中
東
地
域
の
中
で
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
は
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ

て
紛
争
を
続
け
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
パ

レ
ス
チ
ナ
難
民
が
発
生
し
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ

Ｒ
Ｗ
Ａ
は
、
そ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
へ
の

支
援
と
し
て
、
三
力
国
一
。
地
域
に
ハ
施
設

の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
営

し
て
い
ま
す
。
二
国
間
協
力
と
は
異
な
る

援
助
の
現
状
や
直
面
す
る
問
題
等
を
交
え

て
紹
介
し
ま
す
。

２
．
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
（
国
運
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
救
済
機
関
）
の
概
況

困
設
立
経
緯

　
　
一
九
四
八
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
と
と

も
に
第
一
次
中
東
戦
争
が
勃
発
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
パ
レ
ス
チ

ナ
人
約
七
五
万
人
が
難
民
と
し
て
ヨ
ル
ダ

ン
、
シ
リ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
及
び
ガ
ザ
地
区
の
五
地
域
に
流
出
し

ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
、
こ
れ
ら
難
民

・
の
救
済
を
目
的
と
し
て
一
九
四
九
年
の
国

巡
総
会
決
議
言
づ
ニ
ー
Ⅳ
）
に
よ
り
設

立
さ
れ
、
翌
。
九
五
○
年
か
ら
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
▽
几
六
七
年

の
第
三
次
中
東
戦
争
勃
発
に
際
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
に
占
領
さ
れ
た
西
岸
等
よ
り
約
三

元
万
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
が
流
出
し
、
新

た
な
難
民
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
救
済
事
業
は
拡
大
し
ま
し

ＵＮＲＷＡの正面から

た
。

卸
活
動
内
容

　
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
を
対

象
に
、
教
育
、
医
療
・
保
健
、
救
済
・
福

祉
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
教
育
１
１
小
・
中
学
校
及
び
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
の
運
営
。
教
員
に
は
パ
レ
ス
チ

　
　
　
　
ナ
人
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

②
医
療
・
保
健
一
診
療
所
、
母
子
保
健
セ

　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
の
運
営
。
家
族

　
　
　
　
　
　
　
計
画
の
指
導
・
実
施
及

　
　
　
　
　
　
　
び
衛
生
環
境
向
上
活
動

　
　
　
　
　
　
　
の
実
施
。

③
救
済
・
福
祉
一
老
人
、
寡
婦
、
身
体
障

　
　
　
　
　
　
　
害
者
等
貧
困
下
に
置
か

　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
難
民
に
対
す
る
食
料
及

　
　
　
　
　
　
　
び
住
居
の
提
供
。

黄
鐘
　
構

本
部
こ
刀
ザ
及
び
ア
ン
マ
ン
（
一
九
九
五

　
　
　
年
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
移
転
）

職
員
数
一
二
万
一
九
五
四
名
（
前
出
活
動

　
　
　
　
内
容
の
①
②
③
に
従
事
す
る
）

国
際
職
員
て
○
九
名
（
う
ち
邦
人
職
員

　
　
　
　
　
一
。
名
こ
刀
ザ
本
部
に
一
名
、

　
　
　
　
　
ア
ン
マ
ン
本
部
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
　
　
　
専
門
家
一
名
）
　
（
二
〇
〇
〇

　
　
　
　
　
年
六
月
三
〇
目
現
在
）

事
務
局
長
一
ピ
ー
タ
ー
・
ハ
ン
セ
ン
（
デ

　
　
　
　
　
ン
マ
ー
ク
人
、
国
連
総
会
に

アンマン訓練センター　美容・理容訓練実習場
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一

　
　
　
　
　
て
選
出
）
。

㈲
我
が
国
の
支
援
状
況

①
支
援
金
の
拠
出
（
。
九
五
三
年
よ
り
毎

年
）
。

二
九
九
九
年
ま
で
の
累
計
拠
出
金
額
実

　
績
（
含
む
食
糧
援
助
）
は
約
四
・
二
Ｉ

　
億
米
ド
ル
。
　
　
’

・
二
〇
〇
〇
年
度
の
拠
出
金
実
績
は
、
現

　
金
拠
出
が
Ｉ
〇
〇
七
万
米
ド
ル
、
食
糧

　
援
助
が
八
億
円
。

②
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
活
動
及
び
予
算
審
議
を

監
督
す
る
諮
問
委
員
会
へ
の
参
加
（
一
九

七
三
年
よ
り
）
。

３
．
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
職
業
訓
練

　
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
職
業
訓
練
は
、
教
育
局

管
轄
の
ド
に
実
施
、
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

因
み
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
は
教
育
局
長
と
技
術
教
育
・
職
業

訓
練
部
長
で
す
。

①
教
育
局
組
織
の
概
要

①
教
育
管
理
部
一
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
傘
ド
の

小
・
中
学
校
及
び
職
業
訓
練
施
設
の
総

括
。
②
基
礎
教
育
部
１
１
五
地
域
に
六
三
九
校
設

置
さ
れ
て
い
る
小
・
中
学
校
の
管
理
運

営
。
③
教
育
研
究
部
∵
小
・
中
学
校
及
び
職
業

訓
練
施
設
で
用
い
る
教
材
や
教
職
員
の
再

設置国

又は地域

　施設名
(設置都市)

設立年度
訓練コ六ｽ数　　，訓練生

職業 セミプロ 計 定員

ヨルダン
Wadi Seer 1960 15 ４ 19 828

Λｍｍａｎ 1971 １ ７ ８ 404

ヨルダン川

我岸地区

(ウエスト

バンク)

Kalandia 1953 13 一 13 432

Ramahh（男子） 1960 - ７ ７ 264

Ramallah（女子） 1962 ３ 14 17 560

ガザ地区 Gaza 1954 14 ８ 22 780

シリア Ｄａｍａｓｃｕｓ 1961 13 ７ 20 788

レバノン Sibnn 1962 13 ７ 20 648

総訓練生数→ 4704

教
育
等
。

④
技
術
教
育
・
職
業
訓
練
部
ご
血
地
域
八

訓
練
セ
ン
タ
ー
ー
の
管
理
運
営
。

圈
技
術
教
育
・
職
業
訓
練
部
の
概
要

　
　
一
九
五
三
年
か
ら
▽
几
七
一
年
の
問
に

八
ヶ
所
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、

パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
の
雇
用
促
進
の
た
め
に

二
二
極
類
の
職
業
コ
ー
ス
（
中
卒
者
対
象
）

と
二
九
種
類
の
セ
ミ
プ
ロ
コ
ー
ス
（
高
卒

者
対
象
）
の
合
わ
せ
て
五
一
種
類
に
も
及

ぶ
多
種
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
八
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る

職
業
訓
練
指
導
員
は
五
六
九
名
（
二
〇
〇

〇
年
度
）
で
す
。

４
．
Ｊ
‐
Ｃ
Ａ
に
よ
る
協
力
の
経
緯

と
実
績

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
技
術
協
力
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
Ｉ
〇
名
の
個
別
専
門
家
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
ヨ
ル

ダ
ン
の
ワ
デ
ィ
シ
ー
・
ル
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
、
一
丸
八
六
年
二
Ｉ
月
か
ら
▽
几
丸
八

年
四
月
の
間
に
六
名
が
建
設
機
械
、
電
子
、

自
動
車
、
本
工
の
職
種
で
派
遣
さ
れ
、
ま

た
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
、
一
丸
九
五
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
一
年

四
月
ま
で
に
四
名
が
建
設
機
械
、
電
子
、

木
工
の
分
野
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
専
門
家
の
派
遣
に
加
え

て
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
訓
練
指
導
員
を
対
象

と
し
た
日
本
国
内
で
の
研
修
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
「
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
特
設
」

と
呼
ば
れ
る
研
修
コ
ー
ス
に
各
地
の
訓
練

セ
ン
タ
ー
か
ら
二
Ｉ
名
の
訓
練
指
導
員
が

参
加
し
ま
し
た
。
本
？
－
ス
の
開
設
を
は

じ
め
訓
練
セ
ン
タ
ー
実
習
場
の
改
築
、
機

材
整
備
、
教
材
開
発
等
、
先
達
た
ち
が
残

し
た
実
績
は
大
き
く
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
内
で

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
名
称
は
周
知
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
存
在
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
．
専
門
家
業
務
こ
ぼ
れ
話

ワディシール訓練センター　実習風景

ｍ
Ｊ
－
ｃ
Ａ
専
門
家
派
遣
の
背
景

　
平
成
て
一
年
度
に
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
か
ら
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
提
出
さ
れ
た
要
請
書
に
よ
る
援

助
内
容
の
趣
旨
は
、
「
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

後
れ
を
と
っ
て
い
る
教
材
開
発
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、
訓
練
指
導
法
等
の
見
直
し
、
訓

練
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
等
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

②
見
え
て
き
た
現
実

　
着
任
後
、
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
組
織
を
観
察

し
て
感
じ
た
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
職
員
の
勤
務
環
境
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Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
本
部
ビ
ル
に
は
会
議
室
以

外
に
大
部
屋
が
無
く
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員

が
個
室
で
執
務
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
大

部
屋
で
議
論
し
た
り
、
競
争
し
た
り
、
あ

る
時
は
上
司
や
先
輩
に
怒
嗚
ら
れ
る
と
い

っ
た
「
人
の
振
り
見
て
我
が
振
り
直
す
」

そ
ん
な
環
境
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
大
部
屋
で
の
業
務
は
、
組
織
の

目
標
に
向
か
っ
て
い
く
勢
い
や
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
が
持
続
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ

で
は
個
室
が
ス
テ
ー
タ
ス
の
高
さ
を
競
っ

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

②
業
務
評
価
機
能

　
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
職
業
訓
練
の
実
施
者

は
、
①
教
育
局
長
、
②
職
業
訓
練
部
長
、

③
訓
練
施
設
校
長
、
④
職
業
訓
練
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
（
教
育
局
本
部
職
業
訓
練
部
に

配
属
）
、
⑤
ド
任
指
導
員
、
⑥
学
科
指
導

員
（
。
般
教
養
授
業
担
当
者
）
、
⑦
職
業

指
導
員
（
実
技
担
当
者
）
、
⑧
そ
の
他
事

務
分
野
職
員
等
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
訓
練
運
営
に
関
し
て
は
、
中
火
指
導

祭
の
傾
向
が
強
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教

材
開
発
は
本
部
の
職
業
訓
練
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
職
位
に
は
学
歴
主
義
が
反
映

さ
れ
て
い
て
、
訓
練
指
導
員
の
多
く
は
そ

の
就
業
期
間
を
指
導
員
で
過
ご
し
ま
す
。

問
題
は
、
訓
練
施
設
で
は
訓
練
指
導
を
直

接
担
当
す
る
指
導
員
の
役
割
が
制
限
さ

れ
、
組
織
改
善
へ
の
意
見
や
取
組
み
が
評

価
さ
れ
に
く
い
状
況
で
す
。

③
指
導
員
の
高
齢
化

　
国
境
を
越
え
て
五
地
域
に
点
在
す
る
ハ

ケ
所
の
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
相
互
の
人
事

異
動
が
困
難
で
、
指
導
員
は
同
じ
訓
練
施

設
の
同
じ
訓
練
コ
ー
ス
を
長
年
担
当
し
ま

す
。
ヨ
ル
ダ
ン
の
ワ
デ
ィ
シ
ー
ル
訓
練
セ

ン
タ
ー
機
械
分
野
の
指
導
員
九
名
を
例
に

と
る
と
、
二
九
歳
が
最
年
少
で
、
次
に
若

い
人
が
四
〇
歳
代
半
ば
、
六
名
は
五
〇
歳

代
、
そ
の
九
名
の
平
均
年
齢
が
四
九
歳
で

す
。
④
指
導
員
の
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス

　
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
規
則
で
は
、
職
員
は
週
八

時
間
以
内
の
副
職
を
許
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
実
際
は
多
く
の
指
導
員
が
定
め

ら
れ
た
時
間
以
上
働
い
て
い
る
の
が
暗
黙

の
了
解
だ
と
何
人
か
は
公
言
し
て
い
ま

す
。

㈲
専
門
家
業
務
遂
行
の
手
が
か
り

　
本
稿
執
華
中
に
、
当
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ー
一

月
号
が
下
元
に
届
き
ま
し
た
。
そ
の
Ｉ
ペ

ー
ジ
の
「
こ
の
言
‥
」
に
著
者
の
和
田
幸

郎
氏
は
「
技
能
尊
重
」
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
『
「
功
あ
っ
て
賞

せ
ざ
れ
ば
、
善
を
も
勤
め
ず
」
と
い
う
。

功
績
あ
る
者
に
恩
賞
を
与
え
な
け
れ
ば
、

以
後
、
功
績
を
積
も
う
と
励
む
者
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
（
中
略
）
本
人
の
努
力
に

報
い
る
た
め
に
も
、
ま
た
後
進
の
励
み
の

た
め
に
も
で
あ
る
。
賞
は
、
報
酬
を
も
っ

て
で
も
、
あ
る
い
は
地
位
を
も
っ
て
で
も

良
い
。
両
方
な
ら
も
っ
と
良
い
。
技
能
尊

巫
の
気
運
は
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
進
む
ま

い
。
』
ベ
テ
ラ
ン
の
訓
練
指
導
員
が
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
訓
練
生
を
誉
め
て
育
て
る
よ

う
に
、
こ
の
一
節
は
、
「
人
材
育
成
」
そ

の
も
の
の
基
本
で
す
。

　
直
面
す
る
問
題
は
、
個
室
勤
務
、
高
学

歴
主
義
、
指
導
員
の
高
齢
化
、
職
員
の
サ

イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
等
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専

門
家
の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
の
が

一
目
瞭
然
で
す
。
ま
し
て
や
運
営
資
金
不

足
も
大
き
な
課
題
で
す
。
素
晴
ら
し
い
訓

練
管
理
シ
ス
テ
ム
や
コ
ン
セ
プ
ト
だ
け
で

は
今
後
の
組
織
改
善
は
望
め
ま
せ
ん
。
現

状
で
は
多
く
の
業
務
指
示
や
情
報
の
伝
達

は
、
回
覧
や
資
料
と
し
て
各
自
に
配
布
さ

れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
毎
日

朝
礼
を
行
い
、
そ
こ
で
情
報
伝
達
を
行
い
、

お
互
い
の
声
か
け
運
動
で
「
人
を
賞
す
る
」

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
国
際
職
員
と

い
う
ス
テ
ー
タ
ス
を
持
た
な
い
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

専
門
家
が
「
新
し
い
風
」
を
送
る
に
は
、

職
場
に
お
け
る
理
想
的
な
人
間
関
係
の
構

築
と
目
に
見
え
る
成
果
（
賞
さ
れ
る
に
値

す
る
功
）
が
重
要
な
よ
う
で
す
。

６
．
最
後
に

　
昨
年
九
月
一
一
日
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
以
降
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
も

混
迷
の
度
を
深
め
て
い
ま
す
。
こ
の
記
事

.4

難民キャンプの笑顔

が
で
る
頃
に
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
誰
に
も
予
想
が
で
き
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
と
ガ
ザ
地
区
を
パ
レ
ス
チ
ナ
と
し

て
建
国
し
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
後
の
Ｕ

Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
の
存
在
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？
　
現
在
の
八
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
、
ヨ
ル
ダ
ン
ニ
施
設
、
レ
バ
ノ
ン
、
シ

リ
ア
の
匁
二
施
設
に
勤
務
す
る
指
導
員
の

処
遇
は
？
　
国
連
の
支
援
か
ら
離
れ
て
、

パ
レ
ス
チ
ナ
国
の
将
来
は
？
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ
は
今
、
正
に
時
代
の
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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